
ご
あ
い
さ
つ

公職選挙法により、議員による時候の挨拶状・寄附行為などは禁止されています。ご理解をいただきますようよろしくお願い申し上げます。
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行
政
視
察
報
告

　
10
月
９
日
・
10
日
に
２
つ
の
項
目
に
つ
い
て
先

進
地
視
察
を
実
施
し
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
の
内
容
は
、
次
の
通
り
で
す
。

■
く
ま
も
と
半
導
体
産
業

　
推
進
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て（
熊
本
県
）

　

熊
本
県
の
半
導
体
産
業
の
歴
史
、
地
理
的
優
位

性
、
経
済
波
及
効
果
、
企
業
の
集
積
状
況
、
そ
し

て
今
後
の
産
業
振
興
施
策
に
つ
い
て
詳
細
に
説
明

を
受
け
ま
し
た
。

　

特
に
、
半
導
体
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
強
靭
化
、

人
材
育
成
、
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
エ
コ
シ
ス
テ
ム
の

構
築
が
重
要
な
課
題
と
さ
れ
、
熊
本
大
学
と
の
連

携
や
T
S
M
C
関
連
企
業
J
A
S
M
の
工
場
設
立
、

環
境
保
全
、
交
通
渋
滞
解
消
、
外
国
人
材
と
の
共

生
に
つ
い
て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
る

と
の
こ
と
で

し
た
。
ま
た
、

地
域
産
業
創

生
交
付
金
の

活
用
も
さ
れ
、

熊
本
大
学
と

の
連
携
も
強

化
さ
れ
て
い

る
と
の
こ
と

で
し
た
。

　

大
津
市
に

お
い
て
も
今

後
、
産
業
集

積
地
の
活
用

が
予
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
今
回
視
察
し
た
熊
本
県
の
取
り
組
み

を
参
考
に
し
、
産
業
適
地
の
更
な
る
開
発
な
ら
び

に
利
用
の
促
進
と
都
市
機
能
の
適
正
配
置
に
よ
り

一
層
の
産
業
活
性
化
の
可
能
性
が
高
ま
る
も
の
と

認
識
し
ま
し
た
。

■
備
後
圏
域
連
携
中
枢
都
市
圏
の

　
取
り
組
み
に
つ
い
て（
広
島
県
福
山
市
）

　

人
口
減
少
が
避
け
ら
れ
な
い
中
、
地
方
都
市
を

効
率
的
に
運
営
す
る
た
め
に
は
、
近
隣
市
町
と
の

連
携
が
重
要
で
す
。
政
府
と
し
て
も
連
携
中
枢
都

市
圏
構
想
を
提
示
す
る
な
ど
、
そ
の
取
り
組
み
を

支
援
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
、
視
察
に
訪
れ
た
福
山
市
は
、
10
年
以
上

こ
の
取
り
組
み
を
進
め
て
こ
ら
れ
、
現
在
で
は
近

隣
７
市
２
町
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
「
経
済
」「
都
市
機
能
」「
住
民
サ
ー
ビ
ス
」
の 

3
つ
の
柱
ご
と
に
取
り
組
ま
れ
、
酒
類
製
造
特
区

を
活
用
し
た
ワ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
、
古
く
か

ら
ノ
ウ
ハ
ウ
の
あ
る
デ
ニ
ム
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
こ

ど
も
発
達
支
援
セ

ン
タ
ー
の
共
同
運

営
、
医
療
連
携
の

強
化
な
ど
で
確
実

に
成
果
を
出
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

大
津
市
と
し
て

も
府
県
を
超
え
た

連
携
も
踏
ま
え
て
、

近
隣
市
町
と
の
協

業
な
ど
を
検
討
す

る
べ
き
と
感
じ
ま

し
た
。

　

秋
冷
の
候
、
市
民
の
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
ま
す
ま
す
ご
清
栄
の
こ
と
と
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
８
月
28
日
に
開
会
し
ま
し
た
８
月
通

常
会
議
に
お
い
て
は
、
28
件
の
議
案
を
審
査
い

た
し
ま
し
た
。
今
回
可
決
し
た
補
正
予
算
に
は
、

国
庫
補
助
金
等
を
活
用
し
た
高
齢
者
施
設
等
の

防
災
・
減
災
対
策
に
係
る
整
備
費
補
助
や
保
育

所
等
の
I
C
T
化
な
ど
、市
民
の
皆
様
に
安
心
・

安
全
に
過
ご
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
取
り
組
み

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
大
津
市
総
合
計
画
第
２
期
実
行
計

画
の
最
終
年
度
を
迎
え
る
中
、
令
和
５
年
度
の

決
算
審
査
に
お
い
て
は
、
第
２
期
実
行
計
画
の

リ
ー
デ
ィ
ン
グ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
各
分

野
の
取
組
が
よ
り
一
層
、
横
断
的
に
相
乗
的
に

展
開
さ
れ
る
よ
う「
夢
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
」

の
実
現
に
向
け
て
着
実
に
取
り
組
ま
れ
た
こ
と

を
評
価
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
災
害
の
頻
発
化
や
激
甚
化
な
ど
近
年

の
予
測
困
難
な
情
勢
の
変
化
や
、
市
民
セ
ン

タ
ー
の
老
朽
化
対
策
を
始
め
と
す
る
公
共
施
設

の
維
持
管
理
、
令
和
７
年
に
開
催
さ
れ
る
国
ス

ポ
・
障
ス
ポ
の
事
業
費
な
ど
、
将
来
的
な
財
政

需
要
の
増
加
を
見
通
し
、
効
果
的
・
効
率
的
な

支
出
の
徹
底
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
市
民
福
祉
の

さ
ら
な
る
向
上
と
持
続
可
能
な
都
市
基
盤
の
構

築
、
ま
た
、
健
全
財
政
の
堅
持
に
努
め
な
が
ら

市
政
運
営
を
進
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
考

え
ま
す
。

　

８
月
27
日
に
は
福
永
英
晶
議

員
が
新
た
に
湖
誠
会
に
加
わ
り

ま
し
た
。
介
護
や
障
害
福
祉
の

分
野
に
お
い
て
豊
富
な
経
験
を

有
し
て
お
り
、
会
派
の
新
た
な

「
力
」と
し
て
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
湖
誠
会
の
議
員
は
、

「
夢
が
あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
」

の
実
現
に
向
け
、
引
き
続
き
全

力
で
取
り
組
む
所
存
で
す
の
で
、

今
後
と
も
所
属
議
員
に
対
し
ま

し
て
、
さ
ら
な
る
ご
指
導
、
ご

鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

右
よ
り草

野　

聖
地
議
員

葉
月　

陽　

議
員

竹
内　

照
夫
議
員

竹
内　

基
二
議
員

寺
田　

英
幸
議
員

福
永　

英
晶
議
員

川
口　

正
徳
議
員

幹
事
長　

竹
内
　
照
夫

　

令
和
6
年
10
月
21
日
㈪
、
令
和
7

年
度
予
算
編
成
に
あ
た
り
、
52
項
目

に
及
ぶ
湖
誠
会
と
し
て
の
「
政
策
要

望
書
」
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
皆
様
が
安
心
・
安
全
に
住

み
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
、「
夢
が

あ
ふ
れ
る
ま
ち
大
津
」
を
目
指
し
、

今
後
も
執
行
部
と
共
に
全
力
で
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

令
和
7
年
度

『
政
策
要
望
書
』を
市
長
に
提
出
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土木費
7％

総務費
12％

教育費
11％

公債費
7％

衛生費
8％

その他
5%

民生費
50％

歳出合計
1,355億円

市債
5%

国庫支出金
23%

県支出金
8%

地方交付税
10％

地方消費税交付金
6％

その他
10%

市税
38%歳入合計

1,386億円

令和５年度大津市決算の概要令和５年度大津市決算の概要 ８月通常議会において、一般会計を含む12会計の令和5年度決算に
ついて審査し、全ての決算議案について認定しました。

◦歳入総額、歳出総額ともに前年度を下回り、決算規模は縮小しました。
◦実質収支、単年度収支はいずれも前年度に比べて減少しました。総 括

◦市税は、対前年度比で8.2億円の減収となりました。 （▲1.5％）
◦国庫支出金は、対前年度比で17.6億円の減となりました。 （▲5.1％）
◦地方交付税は対前年度比で9.0億円の増となりました。 （＋6.7％）

歳 入

歳 出
◦扶助費等の義務的経費は、対前年度比で3.5億円の増となりました。 （＋0.5％）
◦一般行政経費は、対前年度比で4.5億円の減となりました。 （▲1.0％）
◦投資的経費は、対前年度比18.3億円の減となりました。 （▲14.1％）

一般会計「歳入」決算額の内訳

一般会計「歳出」決算額の内訳令和5年度 令和4年度 R05/R04

歳　　　　　入 138,637,822 141,913,599 97.7%
歳　　　　　出 135,468,168 137,393,333 98.6%
差引（形式収支） 3,169,654 4,520,266 70.1%
実 質 収 支 2,576,456 3,692,557 69.8%
単 年 度 収 支 ▲1,116,101 ▲940,164 -
実質単年度収支 ▲333,434 1,377,650 -

実 質 収 支：形式収支から翌年度に繰り越すべき財源を控除した額
単年度収支：当該年度の実質収支から前年度の実質収支を差し引いた額
実質単年度収支：単年度収支に実質的な黒字を加え、実質的な赤字を差し引いた額

一般会計決算額 （単位：千円）

葉月　陽 議員

子ども・若者の意見を反映させる取り組みについて

子ども・若者等の意見を聴取し、反映させるための取り組みである「学
校夢づくりプロジェクト」の課題や今年度からの連携型について伺う。
この取り組みは、子どもたちの思いを中心に、学校と地域が一体と
なって進めることで、学校や地域に活力を与えるきっかけとなった。

持続可能な事業にするためには、特定の教員に役割が集中しないよう、学
校内でのコミュニケーションを図り、組織全体で進めることが重要である。
地域連携も大切にしており、学校と地域が共に進めることが取り組みを持
続させる原動力になる。今年度は８校から６つの企画があり、地域の大学
や商店街、観光協会などと連携し、スポーツ体験やウォークラリー、観光マッ
プ作成などで、子どもたちの学びと地域活性化を期待している。

� ※他に１項目の質問あり。

草野　聖地 議員

災害対策における避難所について

ホテルなどの民間施設や研修施設などを避難所として備えることにつ
いて伺う。
老人福祉施設や看護学校などの複数の民間事業者と協定を締結し、
発災時に配慮の必要な市民の避難に備えている。また、滋賀県にお

8月通常会議一般質問� 質問、答弁は一部抜粋です。詳しくは大津市議会ホームページをご覧ください。※質問順に掲載しています。

いて、滋賀県旅館ホテル生活衛生同業組合との間で締結している災害時の
宿泊施設等の提供に関する協定により、県を経由して２００余りの組合員
に対して避難所の提供を求めることで、市内のみならず、広域での避難に
も活用できる体制を整えている。今後も引き続き、避難先の拡充に取り組
んでいく。� ※他に１項目の質問あり。

川口　正徳 議員

書かない窓口について

全国の先進自治体では、これまで市民が記入していた各種証明書の
請求書や住民異動届等について、その一部を「書かない」ようにする

ことで、手続きがより簡単になる「書かない窓口」が進められている。本市
では 「大津市ＤＸ戦略」に基づき、市民生活の向上に取り組んでおられるが、
市民と接する機会の多い部署における「書かない窓口」の現状と今後の取り
組みについて伺う。

今年度、「書かない窓口」に取り組まれている埼玉県深谷市や静岡
県浜松市などの先進地を視察するとともに、窓口サービスの体験調

査を実施した。
　その結果、手続きごとに氏名や住所を何度も記入することに対する負担
感の軽減や窓口での待ち時間の短縮などの必要性を認識したところである。
　今後、現状の課題も踏まえつつ、「書かない窓口」の導入に向けて、業
務の見直しなどを進めていく。� ※他に３項目の質問あり。


